




要約:健全な口腔機能の維持は、健康づくりの出発点である。しかし、国民の歯科疾患り患

状況は憂うべき現状にあることから、現行の歯科保健対策の問題点を検討し併せて今後の

推進方策について、政策科学、行政学的観点から検討を加えた。我が国の母子歯科保健水

準は、他の先進諸国に比べ遅れていると言わざるを得ない状況にある。その要因は、国や

県レベルでの歯科保健行政推進の基盤の脆弱さ、国民の歯科保健に対する価値観の低さ、

乳幼児を取巻く育児環境の差、フッ化物利用によるむし歯予防の普及の低さ等が指摘され、

それらの要因の解消を早急に図る必要があると考えられる. 


